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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
 下記一般式（２）または（３）で表されることを特徴とする化合物。
【化１】

　一般式（２）において、Ｒ１は水素原子、シアノ基またはカルバモイル基を表し、Ｒ２

はメチル基、エチル基、ブチル基、イソプロピル基、ｔ－ブチル基、ヒドロキシエチル基
、メトキシエチル基、シアノエチル基、トリフルオロメチル基、３－スルホプロピル基お
よびその塩の基、４－スルホブチル基およびその塩の基、並びにカルボキシメチル基およ
びその塩の基からなる群から選ばれたアルキル基もしくは置換アルキル基またはカルボキ
シル基もしくはその塩の基を表し、Ｒ４は芳香族炭化水素基、または２－ピリジル基、２
－チエニル基、２－チアゾリル基、２－ベンゾチアゾリル基、２－ベンゾオキサゾリル基
、２－フリル基、２－イミダゾリル基および２－インドレニル基からなる群から選ばれた
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ヘテロ環基を示し、Ｒ５は水素原子を表し、Ｒ６はそれが結合している窒素原子と結合す
る炭素原子と隣接する少なくとも１つの原子上に置換基又は孤立電子対を有する芳香族炭
化水素基、または２－ピリジル基、２－チエニル基、２－チアゾリル基、２－ベンゾチア
ゾリル基、２－ベンゾオキサゾリル基、２－フリル基、２－イミダゾリル基および２－イ
ンドレニル基からなる群から選ばれたヘテロ環基を表し、Ｒ７は水素原子、芳香族炭化水
素基、または２－ピリジル基、２－チエニル基、２－チアゾリル基、２－ベンゾチアゾリ
ル基、２－ベンゾオキサゾリル基、２－フリル基、２－イミダゾリル基および２－インド
レニル基からなる群から選ばれたヘテロ環基を表す。前記ヘテロ環基は、更に脂肪族基、
ハロゲン原子、アルキルスルホニル基、アリールスルホニル基、アシル基、アシルアミノ
基、スルファモイル基、カルバモイル基およびイオン性親水性基からなる群から選ばれた
置換基を有していてもよい。但し、Ｒ１がシアノ基、Ｒ２がメチル基、Ｒ５およびＲ７が
水素原子、且つＲ４とＲ６が同時に２－メチルフェニル基、２，５－ジメチルフェニル基
、２，４，６－トリメチルフェニル基または２－メトキシフェニル基である場合を除く。
【化２】

　一般式（３）において、Ｒ２は水素原子またはハロゲン原子を表し、Ｒ４は芳香族炭化
水素基、または２－ピリジル基、２－チエニル基、２－チアゾリル基、２－ベンゾチアゾ
リル基、２－ベンゾオキサゾリル基、２－フリル基、２－イミダゾリル基および２－イン
ドレニル基からなる群から選ばれたヘテロ環基を表し、Ｒ６はそれが結合している窒素原
子と結合する炭素原子と隣接する少なくとも１つの原子上に置換基又は孤立電子対を有す
る芳香族炭化水素基、または２－ピリジル基、２－チエニル基、２－チアゾリル基、２－
ベンゾチアゾリル基、２－ベンゾオキサゾリル基、２－フリル基、２－イミダゾリル基お
よび２－インドレニル基からなる群から選ばれたヘテロ環基を表し、Ｒ７は水素原子、芳
香族炭化水素基、または２－ピリジル基、２－チエニル基、２－チアゾリル基、２－ベン
ゾチアゾリル基、２－ベンゾオキサゾリル基、２－フリル基、２－イミダゾリル基および
２－インドレニル基からなる群から選ばれたヘテロ環基を表す。前記ヘテロ環基は、更に
脂肪族基、ハロゲン原子、アルキルスルホニル基、アリールスルホニル基、アシル基、ア
シルアミノ基、スルファモイル基、カルバモイル基およびイオン性親水性基からなる群か
ら選ばれた置換基を有していてもよい。
【請求項２】
　前記一般式（２）におけるＲ４およびＲ７の芳香族炭化水素基並びに前記一般式（３）
におけるＲ４の芳香族炭化水素基が、各々フェニル基、ｐ－トリル基、ｐ－メトキシフェ
ニル基、ｏ－クロロフェニル基、ｍ－（３－スルホプロピルアミノ）フェニル基、２，６
－ジエチルフェニル基、２，４，６－トリメチルフェニル基、２，６－ジメチル－４－ス
ルホフェニル基もしくはその塩の基または２，４－ジスルホフェニル基もしくはその塩の
基であり、前記一般式（２）におけるＲ６および前記一般式（３）におけるＲ６が、各々
ｏ－クロロフェニル基、ｏ－シアノフェニル基、２，６－ジエチルフェニル基、２，４，
６－トリメチルフェニル基、２，６－ジメチル－４－スルホフェニル基もしくはその塩の
基または２，４－ジスルホフェニル基もしくはその塩の基である請求項１に記載の化合物
。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
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　本発明は、色素として好適に用いられるアゾ化合物の製造に用いられる新規な化合物、
及びそれを用いたアゾ化合物の製造方法に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
　アゾ色素のカップリング成分として、フェノール、ナフトール、アニリン等が広く使用
されている。これらのカップリング成分により得られるアゾ色素として、特開平１１－２
０９６７３号、特登第３０２０６６０号等に開示された色素が知られているが、これらは
半値幅が大きいこと、あるいは色相が系内のｐＨに依存すること等の欠点を有する。
　本特許の発明者らは、色相が良好な色素を開発すべく、従来のフェノール、ナフトール
、アニリン等のカップリング成分から脱却して、含窒素ヘテロ環化合物をカップリング成
分として使用するという考えに至った。
【０００３】
　これまで、ピリジン、ピラジンをカップリング成分とするアゾ色素に関する特許として
は、特開昭４９－７４７１８号公報、ＥＰ２３３０９号、ＤＥ２５１３９４９号、ＤＥ２
８３２０２０号、ＤＥ２５２５５０５号の各明細書等が知られているが、これらに記載さ
れているアゾ色素では、色相が十分ではないという問題がある。
　一方、ジアゾ成分とアニリンカプラーとからなるアゾ色素は、従来、米国特許第３，３
３６，２８５号、同３，６３９，３８４号、及び英国特許１，５６６，９８５号等の各明
細書に記載される方法にしたがって合成されている。しかし、この工程におけるジアゾニ
ウム塩は非常に不安定であるため、ジアゾ化してカップリングすることによって色素を高
収率かつ高純度で得ることは困難という問題がある[Weaver and Shuttleworth, Dyes and
 pigments 3, 81(1982)]。
　また、特公平６－１９０３６号公報に記載されている合成方法で得られる、１－アルキ
ル－３－（２級又は３級アルキル）－４－シアノ－ピラゾール－５－イルアゾ色素では、
色相が短波でありマゼンタ色素としては満足できないという問題がある。
【０００４】
　さらに、英国特許第１，５６６，９８５号明細書に記載される方法は、１－アルキル－
３－アルキル又はアリール－４－シアノピラゾール－５－イルアゾ色素を、１－アルキル
－３－アルキル又はアリール－４－ハロゲノ－５－アミノピラゾールを芳香族カップリン
グ成分とともにジアゾ化及びカップリングして、その後、４位のハロゲンをシアニドで置
換することによって合成するものであるが、ＣｕＣＮやＺｎ（ＣＮ）2といった重金属シ
アニドを使用するものであり、使用後の廃物処理の問題、生成した色素の精製方法等の問
題がある。
　さらには、ピラゾールジアゾ成分とピリジンカプラーからなるアゾ色素を簡便にかつ高
収率で製造できる方法はこれまで全く知られていなかった。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
　本発明は、前記従来における問題を解決し、以下の目的を達成することを課題とする。
即ち、
　本発明は、第一に、工業・農業・医療・学術などに用いられる有用な有機化合物あるい
はその中間体となり得る特定の構造を有する化合物誘導体を提供し、
　第二に、三原色の色素として色再現性に優れ、半値幅が狭くシャープな吸収特性を有す
るアゾ化合物の製造において好適に用いられる、新規な化合物、及び該化合物を用いて高
収率でアゾ化合物を製造可能なアゾ化合物の製造方法を提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　本発明者らは、良好な色相を有する色素を目指して色素誘導体を詳細に検討した。「化
学セミナー９ カラーケミストリー」時田澄男著、１５０～１６１頁、１９８２年（丸善
株式会社）に示してあるように、色相は、電子状態のエネルギー準位だけでなく、振動な
らびに回転の準位が常に関連している。そのため分子の振動及び回転の寄与を小さくすれ
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ば、吸収体の幅は狭く、シャープなることが予想される。
　従って、色相をシャープ化するには、後述の一般式（１）において、Ｒ6又はＲ7に導入
する芳香族基あるいはヘテロ環基と、窒素原子との結合周りの回転を抑制する必要がある
。即ち、Ｒ6又はＲ7の一方が芳香族基あるいはヘテロ環基で、他方が水素原子以外の置換
基の場合では、芳香族基あるいはヘテロ環基は、他方の置換基によって立体障害を受ける
ため、芳香族基あるいはヘテロ環基の回転が抑制される。
　また、Ｒ6又はＲ7のどちらか一方が水素原子である場合、他方の芳香族基あるいはヘテ
ロ環基に下記の条件が必要である。即ち、Ｒ6とＲ7の導入位である窒素原子と結合する炭
素原子の隣接位に置換基を有するか、その隣接位が窒素原子のように非共有電子対である
必要がある。
　以上のいずれかの方法により、Ｒ6又はＲ7の置換基としての芳香族基あるいはヘテロ環
基は、ピリジン環、ピリミジン環あるいはピラジン環の平面に対してねじれた配座をとり
、回転が抑制される。実際に、後述の一般式（１）で表される化合物を用いて製造された
アゾ化合物では、前記の色相の課題を解決することができることが確認され、本発明を完
成するに至った。
　また、後述の一般式（１）で示される化合物を用いたアゾ化合物の製造方法においては
、該アゾ化合物を完溶させること、また、水と有機溶媒との二層系で反応させることによ
り収率が向上した。更に、ジアゾ成分のジアゾニウム塩への変換では、ジアゾ成分として
塩酸－亜硝酸ナトリウム、亜硝酸イソペンチル、又はニロトシル硫酸を用いることで、環
境にやさしいジアゾ化剤により収率を飛躍的に向上させることができる。
【０００７】
　前記課題を解決するための手段は、以下の通りである。即ち、
＜１＞　下記一般式（２）または（３）で表されることを特徴とする化合物。
【化３】

　一般式（２）において、Ｒ１は水素原子、シアノ基またはカルバモイル基を表し、Ｒ２

はメチル基、エチル基、ブチル基、イソプロピル基、ｔ－ブチル基、ヒドロキシエチル基
、メトキシエチル基、シアノエチル基、トリフルオロメチル基、３－スルホプロピル基お
よびその塩の基、４－スルホブチル基およびその塩の基、並びにカルボキシメチル基およ
びその塩の基からなる群から選ばれたアルキル基もしくは置換アルキル基またはカルボキ
シル基もしくはその塩の基を表し、Ｒ４は芳香族炭化水素基、または２－ピリジル基、２
－チエニル基、２－チアゾリル基、２－ベンゾチアゾリル基、２－ベンゾオキサゾリル基
、２－フリル基、２－イミダゾリル基および２－インドレニル基からなる群から選ばれた
ヘテロ環基を示し、Ｒ５は水素原子を表し、Ｒ６はそれが結合している窒素原子と結合す
る炭素原子と隣接する少なくとも１つの原子上に置換基又は孤立電子対を有する芳香族炭
化水素基、または２－ピリジル基、２－チエニル基、２－チアゾリル基、２－ベンゾチア
ゾリル基、２－ベンゾオキサゾリル基、２－フリル基、２－イミダゾリル基および２－イ
ンドレニル基からなる群から選ばれたヘテロ環基を表し、Ｒ７は水素原子、芳香族炭化水
素基、または２－ピリジル基、２－チエニル基、２－チアゾリル基、２－ベンゾチアゾリ
ル基、２－ベンゾオキサゾリル基、２－フリル基、２－イミダゾリル基および２－インド
レニル基からなる群から選ばれたヘテロ環基を表す。前記ヘテロ環基は、更に脂肪族基、
ハロゲン原子、アルキルスルホニル基、アリールスルホニル基、アシル基、アシルアミノ
基、スルファモイル基、カルバモイル基およびイオン性親水性基からなる群から選ばれた
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水素原子、且つＲ４とＲ６が同時に２－メチルフェニル基、２，５－ジメチルフェニル基
、２，４，６－トリメチルフェニル基または２－メトキシフェニル基である場合を除く。
【化２】

　一般式（３）において、Ｒ２は水素原子またはハロゲン原子を表し、Ｒ４は芳香族炭化
水素基または２－ピリジル基、２－チエニル基、２－チアゾリル基、２－ベンゾチアゾリ
ル基、２－ベンゾオキサゾリル基、２－フリル基、２－イミダゾリル基および２－インド
レニル基からなる群から選ばれたヘテロ環基を表し、Ｒ６はそれが結合している窒素原子
と結合する炭素原子と隣接する少なくとも１つの原子上に置換基又は孤立電子対を有する
芳香族炭化水素基、または２－ピリジル基、２－チエニル基、２－チアゾリル基、２－ベ
ンゾチアゾリル基、２－ベンゾオキサゾリル基、２－フリル基、２－イミダゾリル基およ
び２－インドレニル基からなる群から選ばれたヘテロ環基を表し、Ｒ７は水素原子、芳香
族炭化水素基、または２－ピリジル基、２－チエニル基、２－チアゾリル基、２－ベンゾ
チアゾリル基、２－ベンゾオキサゾリル基、２－フリル基、２－イミダゾリル基および２
－インドレニル基からなる群から選ばれたヘテロ環基を表す。前記ヘテロ環基は、更に脂
肪族基、ハロゲン原子、アルキルスルホニル基、アリールスルホニル基、アシル基、アシ
ルアミノ基、スルファモイル基、カルバモイル基およびイオン性親水性基からなる群から
選ばれた置換基を有していてもよい。
＜２＞　前記一般式（２）におけるＲ４およびＲ７の芳香族炭化水素基並びに前記一般式
（３）におけるＲ４の芳香族炭化水素基が、各々フェニル基、ｐ－トリル基、ｐ－メトキ
シフェニル基、ｏ－クロロフェニル基、ｍ－（３－スルホプロピルアミノ）フェニル基、
２，６－ジエチルフェニル基、２，４，６－トリメチルフェニル基、２，６－ジメチル－
４－スルホフェニル基もしくはその塩の基または２，４－ジスルホフェニル基もしくはそ
の塩の基であり、前記一般式（２）におけるＲ６および前記一般式（３）におけるＲ６が
、各々ｏ－クロロフェニル基、ｏ－シアノフェニル基、２，６－ジエチルフェニル基、２
，４，６－トリメチルフェニル基、２，６－ジメチル－４－スルホフェニル基もしくはそ
の塩の基または２，４－ジスルホフェニル基もしくはその塩の基である＜１＞に記載の化
合物。
【０００８】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明の新規な化合物、及びそれを用いたアゾ化合物の製造方法について説明す
る。
（一般式（１）で表される化合物）
　本発明の化合物は、下記一般式（１）で表される化合物に包含される。
【０００９】
【化５】
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【００１０】
　前記一般式（１）において、Ａ1及びＡ2は、各々独立に、－ＣＲ1＝、もしくは－ＣＲ2

＝を表すか、又は、いずれか一方が窒素原子、他方が－ＣＲ1＝もしくはＣＲ2＝を表す。
その中でも、Ａ1及びＡ2が各々独立に、－ＣＲ1＝、又は－ＣＲ2＝を表すのが好ましい。
【００１１】
　前記一般式（１）において、Ｒ6、Ｒ7は、少なくとも一方が芳香族基又はヘテロ環基で
、他方が水素原子、脂肪族基、芳香族基、ヘテロ環基、アシル基、アルコキシカルボニル
基、アリールオキシカルボニル基、及びスルファモイル基の中から選択される基を表す。
各基は更に置換基を有していてもよい。
　前記Ｒ6、Ｒ7で表される置換基としては、少なくとも一方が芳香族基又はヘテロ環基で
、他方が水素原子、芳香族基、ヘテロ環基、アシル基、アルキルスルホニル基及びアリー
ルスルホニル基の中から選択される基であることが好ましく、少なくとも一方が芳香族基
又はヘテロ環基で、他方が水素原子、芳香族基、ヘテロ環基、アシル基、及びアリールス
ルホニル基の中から選択される基であることがより好ましく、少なくとも一方が芳香族基
又はヘテロ環基で、他方が水素原子、芳香族基、及びヘテロ環基の中から選択される基で
あることがさらに好ましい。各基は更に置換基を有していてもよい。
【００１２】
　前記Ｒ6、Ｒ7で表される芳香族基及びヘテロ環基としては、アミノ基の窒素原子と結合
する炭素原子と隣接する少なくとも１つの原子上に、置換基又は孤立電子対を有するもの
が好ましく、アミノ基の窒素原子と結合する炭素原子と隣接する両方の原子上に置換基又
は孤立電子対を有するものがより好ましい。
【００１３】
　前記Ｇ、Ｒ1、及びＲ2は、各々独立に、水素原子、ハロゲン原子、脂肪族基、芳香族基
、ヘテロ環基、シアノ基、カルボキシル基、カルバモイル基、アルコキシカルボニル基、
アリールオキシカルボニル基、アシル基、ヒドロキシ基、アルコキシ基、アリールオキシ
基、シリルオキシ基、アシルオキシ基、カルバモイルオキシ基、ヘテロ環オキシ基、アル
コキシカルボニルオキシ基、アリールオキシカルボニルオキシ基、アルキル基又は芳香族
基又はヘテロ環基で置換されたアミノ基、アシルアミノ基、ウレイド基、スルファモイル
アミノ基、アルコキシカルボニルアミノ基、アリールオキシカルボニルアミノ基、アルキ
ルスルホニルアミノ基、アリールスルホニルアミノ基、ニトロ基、アルキルチオ基、アリ
ールチオ基、ヘテロ環チオ基、アルキルスルホニル基、アリールスルホニル基、アルキル
スルフィニル基、アリールスルフィニル基、スルファモイル基、あるいはスルホ基を表す
。各基は更に置換されていてもよい。ただし、Ａ1及びＡ2が炭素原子の場合、Ｇはアルキ
ル基で置換されたアミノ基であることはない。
　また、Ｒ1とＲ6と、あるいはＲ6とＲ7とが結合して５員～６員環を形成していてもよい
。
【００１４】
　前記Ｇで表される置換基の中でも、水素原子、ハロゲン原子、脂肪族基、芳香族基、ヒ
ドロキシ基、アルコキシ基、アリールオキシ基、アシルオキシ基、ヘテロ環オキシ基、ア
ルキル基、芳香族基又はヘテロ環基で置換されたアミノ基、アシルアミノ基、ウレイド基
、スルファモイルアミノ基、アルコキシカルボニルアミノ基、アリールオキシカルボニル
アミノ基、アルキルチオ基、アリールチオ基、及びヘテロ環チオ基が好ましく、水素原子
、ハロゲン原子、アルキル基、ヒドロキシ基、アルコキシ基、アリールオキシ基、アシル
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オキシ基、芳香族基又はヘテロ環基で置換されたアミノ基、及びアシルアミノ基がより好
ましく、その中でも、水素原子、芳香族基又はヘテロ環基で置換されたアミノ基、及びア
ミド基が特に好ましい。各基は更に置換基を有していてもよい。
【００１５】
　前記Ｒ1、Ｒ2で表される置換基の中でも、水素原子、アルキル基、アルコキシカルボニ
ル基、カルボキシル基、カルバモイル基、及びシアノ基が好ましい。各基は更に置換基を
有していてもよい。
　Ｒ1とＲ6と、又はＲ6とＲ7とが結合して５員～６員環を形成していてもよい。
【００１６】
　Ｒ1、Ｒ2、Ｒ6、Ｒ7、Ｇで表される各置換基が、更に置換基を有する場合の該置換基と
しては、上記Ｒ1、Ｒ2で挙げた置換基を挙げることができる。
【００１７】
　前記一般式（１）で表される化合物と、ジアゾニウム塩化合物とから、カップリング反
応によって形成されるアゾ化合物が水溶性染料（色素）である場合には、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ6

、Ｒ7、Ｇ上のいずれかの位置に置換基としてイオン性親水性基をさらに有することが好
ましい。
　前記置換基としてのイオン性親水性基としては、例えば、スルホ基、カルボキシル基、
及び４級アンモニウム基等が好適に挙げられ、その中でも、カルボキシル基及びスルホ基
が好ましく、スルホ基が特に好ましい。
　前記カルボキシル基及びスルホ基は、塩の状態であってもよく、塩を形成する対イオン
の例としては、アルカリ金属イオン（例、ナトリウムイオン、カリウムイオン）及び有機
カチオン（例、テトラメチルグアニジウムイオン）が好適に挙げられる。
【００１８】
　以下、前記Ｇ、Ｒ1、Ｒ2で表される置換基について詳しく説明する。
　本明細書において、ハロゲン原子としては、フッ素原子、クロロ原子、臭素原子が挙げ
られ、その中でも、フッ素原子、クロロ原子が好適に挙げられる。
【００１９】
　本明細書において、脂肪族基とは、アルキル基、置換アルキル基、アルケニル基、置換
アルケニル基、アルキニル基、置換アルキニル基、アラルキル基、及び置換アラルキル基
を意味する。脂肪族基は、分岐を有していてもよく、また環を形成していてもよい。脂肪
族基の炭素原子数としては、１～２０が好ましく、１～１６がより好ましい。
　前記アラルキル基及び置換アラルキル基のアリール部分としては、フェニル又はナフチ
ルが好ましく、フェニルが特に好ましい。
　脂肪族基としては、例えば、メチル基、エチル基、ブチル基、イソプロピル基、ｔ－ブ
チル基、ヒドロキシエチル基、メトキシエチル基、シアノエチル基、トリフルオロメチル
基、３－スルホプロピル基、4－スルホブチル基、シクロヘキシル基、ベンジル基、２－
フェネチル基、ビニル基、及びアリル基等が好適に挙げられる。
【００２０】
　本明細書において、芳香族基とは、置換若しくは無置換の芳香族基を意味する。芳香族
基としては、フェニル又はナフチルが好ましく、フェニルが特に好ましい。芳香族基の炭
素原子数としては、６～２０が好ましく、６～１６がより好ましい。
　芳香族基としては、例えば、フェニル基、ｐ－トリル基、ｐ－メトキシフェニル基、ｏ
－クロロフェニル基、ｍ－（３－スルホプロピルアミノ）フェニル基、２，６－ジエチル
フェニル基、２，４，６－トリメチルフェニル基、２，６－ジメチル－４－スルホフェニ
ル基、２，４－ジスルホフェニル基等が好適に挙げられる。
【００２１】
　前記Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7の導入位である窒素原子の置換基が水素原子である場合、その
窒素原子に導入する芳香族基としては、アニリンのオルト位に置換基を有するものが好ま
しく、例えば、ｏ－クロロフェニル基、ｍ－（３－スルホプロピルアミノ）フェニル基、
ｏ－シアノフェニル基、２，６－ジエチルフェニル基、２，４，６－トリメチルフェニル



(8) JP 4452420 B2 2010.4.21

10

20

30

40

50

基、２，６－ジメチル－４－スルホフェニル基、２，４－ジスルホフェニル基等が好適に
挙げられる。
【００２２】
　本明細書において、ヘテロ環基とは、置換若しくは無置換のヘテロ環基を意味する。該
ヘテロ環基に脂肪族環、芳香族環又は他のヘテロ環が縮合していてもよい。
　ヘテロ環基としては、５員又は６員環のヘテロ環基が好ましい。
　ヘテロ環基の置換基としては、例えば、脂肪族基、ハロゲン原子、アルキルスルホニル
基、アリールスルホニル基、アシル基、アシルアミノ基、スルファモイル基、カルバモイ
ル基、イオン性親水性基等が好適に挙げられる。
　ヘテロ環基としては、例えば、２－ピリジル基、２－チエニル基、２－チアゾリル基、
２－ベンゾチアゾリル基、２－ベンゾオキサゾリル基、２－フリル基が好適に挙げられる
。
【００２３】
　前記Ｒ4，Ｒ5，Ｒ6，Ｒ7の導入位である窒素原子の置換基が水素原子である場合、その
窒素原子に導入するヘテロ環基の例としては、２－ピリジル基、２－チエニル基、２－チ
アゾリル基、２－ベンゾチアゾリル基、２－ベンゾオキサゾリル基、２－イミダゾリル基
、２－インドレニル基等が好適に挙げられる。
【００２４】
　本明細書において、カルバモイル基とは、置換若しくは無置換のカルバモイル基を意味
する。
　カルバモイル基の置換基としては、例えば、アルキル基が好適に挙げられる。
　カルバモイル基としては、例えば,メチルカルバモイル基、ジメチルカルバモイル基が
好適に挙げられる。
【００２５】
　本明細書において、アルコキシカルボニル基とは、置換若しくは無置換のアルコキシカ
ルボニル基を意味する。アルコキシカルボニル基としては、炭素原子数が２～１２のアル
コキシカルボニル基が好ましい。
　アルコキシカルボニル基の置換基としては、例えば、イオン性親水性基が好適に挙げら
れる。
　アルコキシカルボニル基としては、例えば、エトキシカルボニル基が好適に挙げられる
。
【００２６】
　本明細書において、アリールオキシカルボニル基とは、置換若しくは無置換のアリール
オキシカルボニル基を意味する。アリールオキシカルボニル基としては、炭素原子数が７
～１２のアリールオキシカルボニル基が好ましい。
　アリールオキシカルボニル基の置換基としては、例えば、イオン性親水性基が好適に挙
げられる。
　アリールオキシカルボニル基としては、例えば、フェノキシカルボニル基が好適に挙げ
られる。
【００２７】
　本明細書において、アシル基とは、置換基若しくは無置換のアシル基を意味する。アシ
ル基としては、炭素原子数が１～１２のアシル基が好ましい。
　アシル基の置換基としては、例えば、イオン性親水性基が好適に挙げられる。
　アシル基としては、例えば、アセチル基、ベンゾイル基が好適に挙げられる。
【００２８】
　本明細書において、アルコキシ基とは、置換若しくは無置換のアルコキシ基を意味する
。アルコキシ基としては、炭素原子数が１～１２のアルコキシ基が好ましい。
　アルコキシ基の置換基としては、例えば、アルコキシ基、ヒドロキシル基、及びイオン
性親水性基が好適にあげられる。
　アルコキシ基としては、例えば、メトキシ基、エトキシ基、イソプロポキシ基、メトキ
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シエトキシ基、ヒドロキシエトキシ基、３－カルボキシプロポキシ基が好適に挙げられる
。
【００２９】
　本明細書において、アリールオキシ基とは、置換若しくは無置換のアリールオキシ基を
意味する。アリールオキシ基としては、炭素原子数が６～１２のアリールオキシ基が好ま
しい。
　アリールオキシ基の置換基としては、例えば、アルコキシ基、イオン性親水性基が好適
に挙げられる。
　アリールオキシ基としては、例えば、フェノキシ基、ｐ－メトキシフェノキシ基、ｏ－
メトキシフェノキシ基が好適に挙げられる。
【００３０】
　本明細書において、アシルオキシ基とは、置換若しくは無置換のアシルオキシ基を意味
する。アシルオキシ基としては、炭素原子数１～１２のアシルオキシ基が好ましい。
　アシルオキシ基の置換基としては、例えば、イオン性親水性基が好適に挙げられる。
　アシルオキシ基としては、アセトキシ基、ベンゾイルオキシ基が好適に挙げられる。
【００３１】
　本明細書において、カルバモイルオキシ基とは、置換若しくは無置換のカルバモイルオ
キシ基を意味する。
　カルバモイルオキシ基の置換基の例としては、アルキル基が好適に挙げられる。
　カルバモイルオキシ基としては、例えば、Ｎ－メチルカルバモイルオキシ基が挙げられ
る。
【００３２】
　本明細書において、ヘテロ環オキシ基とは、置換もしくは無置換のヘテロ環オキシ基を
意味する。ヘテロ環オキシ基としては、炭素原子数が１～９のヘテロ環オキシ基が好まし
い。
　ヘテロ環オキシ基の置換基としては、例えば、アルキル基、ハロゲン原子が好適に挙げ
られる。
　ヘテロ環オキシ基としては、２－ピリジルオキシ基が好適に挙げられる。
【００３３】
　本明細書において、アルコキシカルボニルオキシ基とは、置換もしくは無置換のアルコ
キシカルボニルオキシ基を意味する。アルコキシカルボニルオキシ基としては、炭素原子
数が２～１０のアルコキシカルボニルオキシ基が好ましい。
　アルコキシカルボニルオキシ基の置換基としては、例えば、アルキル基が好適に挙げら
れる。
　アルコキシカルボニルオキシ基としては、エトキシカルボニルオキシ基が好適に挙げら
れる。
【００３４】
　本明細書において、アリールオキシカルボニルオキシ基とは、置換もしくは無置換のア
リールカルボニルオキシ基を意味する。アリールオキシカルボニルオキシ基としては、炭
素原子数が６～１６のアリールオキシカルボニルオキシ基が好ましい。
　アリールオキシカルボニルオキシ基の置換基としては、例えば、アルキル基、ハロゲン
原子が好適に挙げられる。
　アリールオキシカルボニルオキシ基としては２－エチルフェノキシカルボニルオキシ基
が好適に挙げられる。
【００３５】
　本明細書において、アルキル基又は芳香族基又はヘテロ環基で置換されたアミノ基には
、無置換のアミノ基は含まれない。
　アルキル基又は芳香族基又はヘテロ環基で置換されたアミノ基における置換基は、さら
に置換基を有していてもよい。
　前記アルキルアミノ基とは、置換若しくは無置換のアルキルアミノ基を意味する。アル
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キルアミノ基としては、炭素原子数１～６のアルキルアミノ基が好ましい。アルキルアミ
ノ基の置換基としては、例えば、イオン性親水性基が好適に挙げられる。アルキルアミノ
基としては、例えば、メチルアミノ基、ジエチルアミノ基が好適に挙げられる。
　前記アリールアミノ基とは、置換若しくは無置換のアリールアミノ基を意味する。アリ
ールアミノ基としては、炭素原子数が６～１２のアリールアミノ基が好ましい。アリール
アミノ基の置換基としては、例えば、ハロゲン原子、イオン性親水性基が好適に挙げられ
る。アリールアミノ基としては、例えば、アニリノ基、２－クロロアニリノ基が好適に挙
げられる。
【００３６】
　本明細書において、アシルアミノ基とは、置換若しくは無置換のアシルアミノ基を意味
する。前記アシルアミノ基としては、炭素原子数が２～１２のアシルアミノ基が好ましい
。
　アシルアミノ基の置換基としては、例えば、イオン性親水性基が好適に挙げられる。
　アシルアミノ基としては、例えば、アセチルアミノ基、プロピオニルアミノ基、ベンゾ
イルアミノ基、Ｎ－フェニルアセチルアミノ基、３，５－ジスルホベンゾイルアミノ基が
好適に挙げられる。
【００３７】
　本明細書において、ウレイド基とは、置換若しくは無置換のウレイド基を意味する。ウ
レイド基としては、炭素原子数が１～１２のウレイド基が好ましい。
　ウレイド基の置換基としては、アルキル基、芳香族基が好適に挙げられる。
　ウレイド基としては、例えば、３－メチルウレイド基、３，３－ジメチルウレイド基、
３－フェニルウレイド基が好適に挙げられる。
【００３８】
　本明細書において、スルファモイルアミノ基とは、置換若しくは無置換のスルファモイ
ルアミノ基を意味する。
　スルファモイル基の置換基としては、例えば、アルキル基が好適に挙げられる。
　スルファモイルアミノ基としては、例えば、Ｎ，Ｎ－ジプロピルスルファモイルアミノ
基が好適に挙げられる。
【００３９】
　本明細書において、アルコキシカルボニルアミノ基とは、置換若しくは無置換のアルコ
キシカルボニルアミノ基を意味する。アルコキシカルボニルアミノ基としては、炭素原子
数が２～１２のアルコキシカルボニルアミノ基が好ましい。
　アルコキシカルボニルアミノ基の置換基としては、例えば、イオン性親水性基が含まれ
る。
　アルコキシカルボニルアミノ基としては、エトキシカルボニルアミノ基が含まれる。
【００４０】
　本明細書において、アリールオキシカルボニルアミノ基とは、置換若しくは無置換のア
リールオキシカルボニルアミノ基を意味する。アリールオキシカルボニルアミノ基として
は、炭素原子数が７～１２のアリールオキシカルボニルアミノ基が好ましい。
　アリールオキシカルボニルアミノ基の置換基としては、イオン性親水性基が好適に挙げ
られる。
　アリールオキシカルボニルアミノ基としては、例えば、フェノキシカルボニルアミノ基
が好適に挙げられる。
【００４１】
　本明細書において、アルキルスルホニルアミノ基及びアリールスルホニルアミノ基とは
、置換若しくは無置換の、アルキルスルホニルアミノ基及びアリールスルホニルアミノ基
を意味する。アルキルスルホニルアミノ基及びアリールスルホニルアミノ基としては、炭
素原子数が１～１２のアルキルスルホニルアミノ基及びアリールスルホニルアミノ基が好
ましい。
　アルキルスルホニルアミノ基及びアリールスルホニルアミノ基の置換基としては、例え
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　アルキルスルホニルアミノ基及びアリールスルホニルアミノ基としては、例えば、メタ
ンスルホニルアミノ基、Ｎ－フェニルメタンスルホニルアミノ基、ベンゼンスルホニルア
ミノ基、及び３－カルボキシベンゼンスルホニルアミノ基が好適に挙げられる。
【００４２】
　本明細書において、アルキルチオ基、アリールチオ基、及びヘテロ環チオ基とは、置換
若しくは無置換のアルキルチオ基、アリールチオ基、及びヘテロ環チオ基を意味する。ア
ルキルチオ基、アリールチオ基、及びヘテロ環チオ基としては、炭素原子数が１～１２の
ものが好ましい。
　アルキルチオ基、アリールチオ基、及びヘテロ環チオ基の置換基としては、イオン性親
水性基が好適に挙げられる。
　アルキルチオ基、アリールチオ基、及びヘテロ環チオ基としては、例えば、メチルチオ
基、２－ピリジルチオ基が好適に挙げられる。
【００４３】
　本明細書において、アルキルスルホニル基及びアリールスルホニル基とは、置換若しく
は無置換の、アルキルスルホニル基及びアリールスルホニル基を意味する。
　アルキルスルホニル基及びアリールスルホニル基としては、炭素原子数が１～１２のも
のが好ましい。
　アルキルスルホニル基及びアリールスルホニル基の置換基としては、アルキル基、イオ
ン性水酸基が好適に挙げられる。
　アルキルスルホニル基及びアリールスルホニル基としては、例えば、それぞれ
メタンスルホニル基、及び４－カルボキシベンゼンスルホニル基が好適に挙げられる。
【００４４】
　本明細書において、アルキルスルフィニル基及びアリールスルフィニル基とは、置換若
しくは無置換の、アルキルスルフィニル基及びアリールスルフィニル基を意味する。
　アルキルスルフィニル基及びアリールスルフィニル基としては、炭素原子数が１～１２
のものが好ましい。
　アルキルスルフィニル基及びアリールスルフィニル基の置換基としては、アルキル基、
フェニル基が好適に挙げられる。
　アルキルスルフィニル基及びアリールスルフィニル基としては、例えば、それぞれメタ
ンスルフィニル基、フェニルスルフィニル基が好適に挙げられる。
【００４５】
　本明細書において、スルファモイル基とは、置換若しくは無置換のスルファモイル基を
意味する。
　スルファモイル基の置換基としては、例えばアルキル基が好適に挙げられる。
　スルファモイル基としては、例えば、ジメチルスルファモイル基、ジ－（２－ヒドロキ
シエチル）スルファモイル基が好適に挙げられる。
【００４６】
－一般式（２）で表される化合物－
本発明の前記一般式（１）で表される化合物の中でも、下記一般式（２）で表される化合
物が特に好ましい。
【００４７】
【化６】
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【００４８】
　前記一般式（２）において、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ6、及びＲ7は、前記一般式（１）の場合と同
義である。
　Ｒ4、Ｒ5は、少なくとも一方が、芳香族基又はヘテロ環基で、他方が水素原子、芳香族
基、ヘテロ環基、アシル基、アルコキシカルボニル基、アリールオキシカルボニル基、カ
ルバモイル基、スルホニル基、及びスルファモイル基の中から選択される基を表す。
【００４９】
　前記Ｒ4、Ｒ5の中でも、少なくとも一方が芳香族基又はヘテロ環基で、他方が水素原子
、芳香族基、ヘテロ環基、アシル基、アルキルスルホニル基、又はアリールスルホニル基
であるのが好ましく、少なくとも一方が芳香族基又はヘテロ環基で、他方が水素原子、芳
香族基、ヘテロ環基であるのがより好ましい。
　前記Ｒ4、Ｒ5で表される芳香族基、ヘテロ環基の好ましいものは、一般式（１）の説明
において前述したＲ6，Ｒ7と同様であり、特に好ましいものも同様である。
【００５０】
　前記一般式（２）で説明した各基は、更に置換基を有していてもよい。これらの各基が
更に置換基を有する場合、該置換基としては、前記一般式（１）で表される化合物の説明
における置換基、Ｇ，Ｒ1，Ｒ2として例示した基や、イオン性親水性基が好適に挙げられ
る。
【００５１】
　また、本発明の下記一般式（３）で表される化合物は、前記一般式（１）において、Ａ

１が－ＣＲ2＝を表し、Ａ２が窒素原子を表し、Ｇが一般式（２）の場合と同じ基を表す
場合の化合物である。
【化７】

　一般式（３）において、Ｒ２は水素原子またはハロゲン原子を表し、Ｒ４は芳香族基ま
たはヘテロ環基を示し、Ｒ６はそれが結合している窒素原子と結合する炭素原子と隣接す
る少なくとも１つの原子上に置換基又は孤立電子対を有する芳香族基またはヘテロ環基を
示し、Ｒ７は水素原子、芳香族基またはヘテロ環基を示す。
【００５２】
　本発明の前記一般式（１）で表される化合物として、好ましい置換基の組み合わせとし
ては、以下の通りである。
　（イ）　Ｒ6、Ｒ7としては、少なくとも一方が芳香族基又はヘテロ環基で、他方が水素
原子、アルキル基、芳香族基、ヘテロ環基、スルホニル基、又はアシル基であるのが好ま
しく、少なくとも一方が芳香族基又はヘテロ環基で、他方が水素原子、芳香族基、ヘテロ
環基、又はスルホニル基であるのがより好ましく、少なくとも一方が芳香族基又はヘテロ
環基で、他方が水素原子、芳香族基、又はヘテロ環基であるのが最も好ましい。
　（ロ）Ｇとしては、水素原子、ハロゲン原子、アルキル基、ヒドロキシル基、芳香族基
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ハロゲン原子、アミノ基、又はアミド基であるのがより好ましく、水素原子、芳香族基又
はヘテロ環基が置換したアミノ基、あるいはアミド基であるのが最も好ましい。
　（ハ）Ａ1及びＡ2としては、それぞれ－ＣＲ1－、－ＣＲ2－であり、前記Ｒ1，Ｒ2が、
各々、水素原子、ハロゲン原子、シアノ基、カルバモイル基、カルボキシル基、アルキル
基、ヒドロキシル基、又はアルコキシ基であるのが好ましく、前記Ｒ1、Ｒ2が水素原子、
シアノ基、カルバモイル基、アルコキシ基であるのがより好ましい。
【００５３】
　なお、前記一般式（１）及び一般式（２）で表される化合物の好ましい置換基の組み合
わせにおいては、種々の置換基のうち、少なくとも１つが前記好ましい置換基である化合
物が好ましく、より多くの種々の置換基が前記好ましい置換基である化合物がより好まし
く、全ての置換基が前記好ましい置換基である化合物が最も好ましい。
【００５４】
(アゾ化合物の製造方法)
　次に、前記一般式（１）で表される化合物、及び前記一般式（２）で表される化合物を
用いたアゾ化合物の製造方法について述べる。
　本発明のアゾ化合物の製造方法は、前記一般式（１）で表される化合物又は前記一般式
（２）で表される化合物と、ジアゾ化剤によって形成されるジアゾニウム塩化合物とを反
応させて、アゾ化合物を形成する工程を有することを特徴とする。
　本発明のアゾ化合物の製造方法により、製造されたアゾ化合物は、色素ならびに染料と
して好適に用いられる。
【００５５】
　上記工程において用いられるジアゾニウム塩化合物としては、アミノ基を有する芳香族
環、ヘテロ環が好ましく、その中でもアミノ基を有するヘテロ環がより好ましい。
【００５６】
　上記工程において用いられるジアゾ化剤としては、亜硝酸ナトリウムの塩酸溶液が好ま
しい。また亜硝酸イソペンチル及びニトロシル硫酸なども、ジアゾ化剤として使用するこ
とができる。
【００５７】
　上記工程において用いられる、前記一般式（１）、（２）で表される化合物の溶剤とし
ては、ピリジンを使用するのが好ましい。
【００５８】
　前記一般式（１）で表される化合物、前記一般式（２）、前記一般式（３）で表される
化合物の具体例を以下に示すが、本発明に用いられる化合物は、下記の例に限定されるも
のではない。
【００５９】
【化８】
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【００６０】
【化９】
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【００６１】
【化１０】
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【００６２】
【化１１】
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【００６３】
【化１２】
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【００６４】
【実施例】
　以下、本発明を実施例に基づいて具体的に説明するが、本発明はこれらの実施例に何ら
限定されるものではない。
【００６５】
〔実施例１〕
（１）例示化合物１－１（参考）の合成
　２，６－ジクロロ－３－シアノ－４－メチルピリジン１０．０ｇ（５３．４ｍｍｏｌ）
、２，４，６－トリメチルアニリン ３２．５ｇ（２４０．３ｍｍｏｌ）を内温１６０度
で６時間攪拌した。この反応混合物に酢酸エチル３００ｍｌを加え３０分間攪拌した。不
溶物を濾別後、酢酸エチルを留去した。残査にヘキサンを加え、析出した固体を濾過して
、１３．４ｇの目的化合物を得た（収率６５％）。ｍ／Ｚ（ＦＡＢＭＳ；ｐｏｓｉ）＝３
８４
【００６６】
（２）例示化合物１－１１の合成
　例示化合物１－１ １０．０ｇ（２６．０ｍｍｏｌ）に、りん酸 ２５．０ｇ、ポリりん
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酸 ２５．０ｇを加え、内温１６０℃で６時間攪拌した。この反応混合物に室温で酢酸エ
チルを加え、この酢酸エチル溶液を氷水１Ｌにあけた。炭酸水素ナトリウムで中和後分液
した。有機層を水で洗浄後、無水硫酸ナトリウムで乾燥した。無機物をろ過した後、有機
層を濃縮した。残査にヘキサンを加え、目的物を再沈殿させた。精製は、ヘキサン－イソ
プロパノールの混合溶媒で再結晶し、白色の結晶を得た（収率９５％）。
ｍ／Ｚ（ ＦＡＢＭＳ；ｐｏｓｉ ）＝３５８
【００６７】
（３）例示化合物１－２の合成
　２，６－ジクロロ－３－シアノ－４－メチルピリジン１０．０ｇ（５３．４ｍｍｏｌ）
、４－ｎ－オクチルアニリン ５８．９ｇ（２４０．３ｍｍｏｌ）を内温１６０度で６時
間攪拌した。この反応混合物に酢酸エチル３００ｍｌを加え３０分間攪拌した。不溶物を
濾別後、酢酸エチルを留去した。残査にヘキサンを加え、析出した固体を濾過して、２７
．８ｇの目的化合物を得た（収率８２％）。得られた化合物の質量分析及びＮＭＲの測定
結果を以下に示す。
ｍ／Ｚ（ＦＡＢＭＳ；ｐｏｓｉ）＝５２４
1Ｈ－ＮＭＲ（ＣＤＣｌ3）δ０．８８１（ｔ，Ｊ＝６．４８Ｈｚ，６Ｈ，ＣＨ3ＣＨ2－）
，１．２７５－１．３１４（ｍ，２０Ｈ，ＣＨ3－Ｃ5Ｈ10－ＣＨ2－），１．５７０－１
．６１３（ｍ，４Ｈ，Ａｒ－ＣＨ2－ＣＨ2－），２．３３０（ｓ，　３Ｈ，　－ＣＨ3）
，２．５９０（ｔ，Ｊ＝７．４４Ｈｚ，４Ｈ，Ａｒ－ＣＨ2－），６．０３２（ｓ，１Ｈ
，－Ｈ），６．５４７（ｓ，１Ｈ，Ａｒ－ＮＨ－），６．８４２（ｓ，１Ｈ，Ａｒ－ＮＨ
－），７．１２７（ｄ，Ｊ＝８．２２Ｈｚ，４Ｈ，Ａｒ－Ｈ），７．２０２（ｄ，Ｊ＝８
．４６Ｈｚ，２Ｈ，Ａｒ－Ｈ），７．４３６（ｄ，Ｊ＝８．４３Ｈｚ，２Ｈ，Ａｒ－Ｈ）
．
【００６８】
〔参考例１〕
（１）アゾ化合物２－１の合成
　５－アミノ－３－ｔｅｒｔ－ブチル－４－シアノピラゾール ８ｇ（４８．７ｍｍｏｌ
）、濃塩酸１５ｍｌ、酢酸／プロピオン酸＝２／３（ｖ／ｖ）１５ｍｌを内温５度で攪拌
し、亜硝酸ナトリウム３．３６ｇ（４８．７ｍｍｏｌ）を１０分間で分割添加し、そのま
ま１０分間攪拌した。このジアゾニウム塩溶液を、例示化合物（１－１）２１．３ｇ（４
０．６ｍｍｏｌ）のピリジン溶液１００ｍｌに内温１０度以下で滴下した。ジアゾニウム
塩溶液を滴下後、更に反応液をそのまま３０分攪拌させた後、氷水１Ｌにあけた。析出し
たアゾ化合物を吸引ろ過し、イソプロパノール（ＩＰＡ）、メタノールで再沈殿すること
で精製した。
　このアゾ化合物１５．４ｇ（４０ｍｍｏｌ）、２－クロロベンゾチアゾール１７．０ｇ
（５０ｍｌ）、炭酸カリウム５．５ｇをＤＭＡｃ１００ｍｌに懸濁させ、１００度で１時
間加熱攪拌した。反応終了後、室温まで冷却し、飽和食塩水４００ｍｌを加え、析出した
アゾ化合物（２－１）を吸引ろ過で濾取した。さらにこの粗結晶をアセトニトリルで再結
晶した。収量２５．６ｇ、収率８０％であった。
λｍａｘ＝５３２ｎｍ（ＤＭＦ溶液）ｍ／Ｚ（ｐｏｓｉ）＝６９２。
【００６９】
【化１３】
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【００７０】
（２）アゾ化合物２－１１の合成
（２－（１））化合物の溶剤にＤＭＦ／塩基として酢酸ナトリウムを使用する合成
　５－アミノ－３－ｔｅｒｔ－ブチル－４－シアノピラゾール ８ｇ（４８．７ｍｍｏｌ
）、濃塩酸１５ｍｌ、酢酸／プロピオン酸＝２／３（ｖ／ｖ）１５ｍｌを内温５度で攪拌
し、亜硝酸ナトリウム３．３６ｇ（４８．７ｍｍｏｌ）を１０分間で分割添加し、そのま
ま１０分間攪拌した。このジアゾニウム塩溶液を、例示化合物（１－１１）２１．３ｇ（
４０．６ｍｍｏｌ）、酢酸ナトリウム５０．０ｇの有機溶媒２００ｍｌ（ＤＭＦ１００ｍ
ｌ、酢酸／プロピオン酸＝２／３（ｖ／ｖ）１００ｍｌ）に内温１０度以下で滴下した。
ジアゾニウム塩溶液を滴下後、更に反応液をそのまま３０分攪拌させた後、氷水１Ｌにあ
けた。析出したアゾ化合物を吸引ろ過し、ＩＰＡ、メタノールで再沈殿することで精製し
た。
　このアゾ化合物２２．４ｇ（４０ｍｍｏｌ）、２－クロロベンゾチアゾール１７．０ｇ
（５０ｍｌ）、炭酸カリウム５．５ｇをＤＭＡｃ１００ｍｌに懸濁させ、１００度で１時
間加熱攪拌した。反応終了後、室温まで冷却し、飽和食塩水４００ｍｌを加え、析出した
アゾ化合物（２－１１）を吸引ろ過で濾取した。さらにこの粗結晶をアセトニトリルで再
結晶した。収量２６．３ｇ、収率８２％であった。
λｍａｘ＝５５８ｎｍ（ＤＭＦ溶液）ｍ／Ｚ（ｐｏｓｉ）＝８０２。
【００７１】
【化１４】
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【００７２】
（２－（２））化合物の溶剤として酢酸－プロピオン酸／塩基としてトリエチルアミンを
使用した合成
　（２－（１））の方法でジアゾニウム塩溶液を作製し、該ジアゾニウム塩溶液を、例示
化合物（１－１１）２１．３ｇ（４０．６ｍｍｏｌ）とトリエチルアミン１００ｍｌの酢
酸／プロピオン酸＝２／３（ｖ／ｖ）３３０ｍｌ）に、内温１０度以下で滴下した。ジア
ゾニウム塩溶液を滴下後、更に反応液をそのまま３０分攪拌させた後、１Ｎ－ＨＣｌ水溶
液にあけた。析出したアゾ化合物を吸引ろ過し、ＩＰＡ、メタノールで再沈澱することで
精製した。続いて、（２－（１））と同様の方法で、ベンゾチアゾール化を行いアゾ化合
物（２－１１）を得た。収量２２．５ｇ、収率７０％であった。
λｍａｘ＝５５８ｎｍ（ＤＭＦ溶液）ｍ／Ｚ（ＰＯＳＩ）＝８０２。
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【００７３】
（２－（３））化合物の溶剤及び塩基としてピリジンを使用した合成
　（２－（１））と同様の方法でジアゾニウム塩溶液を作製し、該ジアゾニウム塩溶液を
、例示化合物（１－１１）２１．３ｇ（４０．６ｍｍｏｌ）のピリジン溶液６０ｍｌに、
内温１０度以下で滴下した。ジアゾニウム塩溶液を滴下後、更に反応液をそのまま３０分
攪拌させた後、１Ｎ－ＨＣｌ水溶液にあけた。析出したアゾ化合物を吸引ろ過し、ＩＰＡ
、メタノールで再沈澱することで精製した。続いて、（２－（１））と同様の方法で、ベ
ンゾチアゾール化を行いアゾ化合物（２－１１）を得た。収量２９．８ｇ、収率９３％で
あった。
λｍａｘ＝５５８ｎｍ（ＤＭＦ溶液）ｍ／Ｚ（ＰＯＳＩ）＝８０２。
【００７４】
　上記アゾ化合物２－１１の合成（２－（１）～（３））における結果より、（２－（３
））の製造方法を用いた場合に、本発明に係るアゾ化合物が高収率で製造可能であること
が確認された。参考例１におけるアゾ化合物２－１１の収率の結果を下記表１に示す。
【００７５】
【表１】

【００７６】
〔参考例２〕
（１）アゾ化合物３－１の合成
　５－アミノ－４－シアノ－３－メチル－イソチアゾール０．２５ｇ（１．８ｍｍｏｌ）
、酢酸１．２ｍｌ、プロピオン酸１．８ｍｌを内温０℃以下で攪拌し、４５％ニトロシル
硫酸０．６ｇ（１．９８ｍｍｏｌ）を添加した。そのまま３０分間攪拌してジアゾニウム
塩を調製した。別のフラスコに例示化合物（１－１）０．５４ｇ（１．５ｍｍｏｌ）、酢
酸ナトリウム２．４ｇ、ＤＭＦ１３．５ｍｌ、酢酸エチル６ｍｌを加えて攪拌し、内温０
℃以下に冷却した。この溶液に、別途調製しておいた上記ジアゾニウム塩を加えた。ジア
ゾニウム塩添加後、さらにその反応液をそのまま２時間反応させた後、飽和食塩水３０ｍ
ｌを加え、析出したアゾ化合物（３－１）を吸引ろ過し、単離した。さらにこの粗結晶を
シリカゲルカラムクロマトグラフィー（ヘキサン－酢酸エチル）で精製した。
収量０．０５ｇ、収率５５％であった。
λｍａｘ＝５２９ｎｍ（ＤＭＦ）。ｍ／Ｚ（ＦＡＢＭＳ；ｎｅｇａ）＝５０９。
【００７７】
【化１５】
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【００７８】
　実施例１と同様の合成方法で本発明の例示化合物を合成し、続いて参考例１又は参考例
２と同様の合成方法で、下記表２に示すアゾ化合物を合成した。
【００７９】
【表２】
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【００８０】
（色相の評価）
　本発明の化合物を用いて本発明の製造方法により得られたアゾ化合物及び下記比較染料
１～４をＤＭＦに溶解し、ＵＶスペクトル測定器（ＳＨＩＭＡＤＺＵ社製）で、マゼンタ
域のλｍａｘにおける吸光度が１．０００となるように、溶液の濃度を調製した。続いて
、同測定器でＵＶスペクトルを測定した。得られたスペクトルチャートからマゼンタ域に
おける半値幅（吸光度が０．５００における吸収体の幅）を算出した。評価は、半値幅が
７５ｎｍ以下がＡ、７６ｎｍ～８５ｎｍがＢ、８６ｎｍ～９５ｎｍがＣ、９６ｎｍ以上が
Ｄの４段階で行った。
【００８１】
【化１６】
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【００８２】
　前記表６に示すように、本発明の化合物を用いて、本発明の製造方法により得られたア
ゾ化合物は、比較染料よりも半値幅が狭く、シャープな吸収体を有することが確認された
。
【００８３】
【発明の効果】
　本発明によると、三原色の色素として色再現性に優れ、半値幅が狭くシャープな吸収特
性を有するアゾ化合物の製造において好適に用いられる、新規な化合物、及び該化合物を
用いて高収率でアゾ化合物を製造可能なアゾ化合物の製造方法を提供することができる。
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